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研究成果の概要（和文）：　2006年に和歌山県田辺市に開館した南方熊楠顕彰館との連携に基づき、一次資料に
基づく研究の確立をおこなった。2015年3月には『熊楠研究』9号（1～8号、1999～2006年の後継誌）、2016年に
10号、2017年に11号を刊行した。2015年には南方熊楠研究会を発足し、会長・運営委員・編集委員を確定して、
8月初旬の研究例会の成果を翌年3月の『熊楠研究』に発表する体制を確立した。これと並行して、松居は2016年
12月に『南方熊楠　複眼の学問構想』を刊行し、「ロンドン抜書」の目録や関連書籍における書き込みデータを
公開するなど、熊楠の学問形成の過程について実証的に跡づけた。

研究成果の概要（英文）：  In collaboration with Minakata Kumagusu Archives in Tanabe, Wakayama, we 
have established the research on Minakata Kumagusu based on primary sources.  In March 2015, we 
restarted the publication of annual journal, Kumagusu Studies, with the 9th vol., which was followed
 by the 10th in 2016 and 11th in 2017.  We also founded the Society for the Research of Minakata 
Kumagusu in 2015, run by the Chairperson, Committee, and Editorial Board, which organize the annual 
research meeting in August and published Kumagusu Studies in March.  Matsui has published "Minakata 
Kumagusu--a Multiple Intellectual Perspective" in which the the formation of Minakata's knowledge 
and thought is empirically examined, with the list of "London Extracts", which shows the books he 
read in the British Library and the marginal notes of his former library.

研究分野：比較文学比較文化
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
 
(1) 南方熊楠の略歴 
南方熊楠（みなかた・くまぐす、1867-1941、
以下主に「熊楠」と表記）は、幼い頃から博
物学に志し、10代前半の頃に『訓蒙図彙』か
ら『和漢三才図会』にいたる近世日本の百科
全書を読み込んだ。また、『本草綱目』や『大
和本草』などの伝統的な東アジアの本草学書
を筆写している。16歳で上京し、東京大学予
備門に入学したが、19歳で退学し、富裕であ
った父の許しを得て海外遊学の決意を固め、
1886 年に日本を離れ、米国・英国で十数年
間の学問的研鑽を積んだ。 
サンフランシスコに着いた熊楠はパシフ
ィック・ビジネス・カレッジで語学などを学
んだ後、ミシガン州ランシングのアナーバー
の農学校に入学するが、一年間で退学し、そ
の後は自学自習により西洋近代思想と自然
科学を学んだ。フロリダ・キューバでの植物
採集の経験を経て、1892 年にロンドンに渡
る。翌年、26歳の時にロンドンで Nature誌
に「東洋の星座」を発表し、その後 Notes and 
Queries誌への投稿も開始、生涯に 375本の
英文論考を発表した。またロンドンでは、大
英博物館において東洋学、人類学を中心とし
た稀覯書の筆写をおこない、52冊の「ロンド
ン抜書」を作成している。 

1900年に 33歳で帰国してからは、植物学
と民俗学の分野で活躍した。真言宗の僧侶で
あった土宜法龍に対する手紙の中で示され
た仏教的世界観と近代科学の融合を図った
斬新な思想は、「南方マンダラ」と称されて
いる。1905年頃から田辺に定住して結婚し、
家庭を持った。1909 年以降は明治政府の神
社合祀令に対する反対運動をおこなってい
るが、エコロジーという言葉を用いた自然環
境の保全を訴えた先駆的な活動として評価
されている。この頃から柳田国男との文通を
開始し、『郷土研究』や『太陽』などに民俗
学の論文を発表するようになった。また、「田
辺抜書」と呼ばれる漢籍や仏典の筆写ノート
60 冊を残している。1929 年には昭和天皇の
田辺行幸に際して、当時の民間人としては異
例の生物学に関するご進講をおこなってい
る。1941 年に田辺市中屋敷町の自宅で死去
した。 

 
(2) 没後の資料調査について 
 こうしたユニークな学問活動にもかかわ
らず、大学や研究機関に所属していなかった
熊楠の学問的業績は、没後は十分に後継され
ることなく、その資料の多くは、未整理のま
まで和歌山県田辺市の旧邸などに放置され
ていた。1965 年に和歌山県白浜町に南方熊
楠記念館が設立され、資料の一部が移管され
たが、展示中心の施設であり、本格的な資料
調査はおこなわれていない。 
一方、出版に関しては、1950 年に乾元社
版全集 12 巻、1971～75 年に平凡社版全集

12巻、それ以降補遺的な著作群が公刊されて
いるが、これらを総計しても、既刊分は熊楠
が書いた文章全体の半分程度に過ぎない。日
記、草稿・書簡・ノート・抜書・蔵書・遺品・
標本などの資料の多くが、没後の長い期間、
文字通り手つかずのままに残されていた。こ
の背景としては、熊楠の肉筆が膨大かつ難読、
時に数か国語にわたるために翻刻と読解が
なかなか進まなかったことが、大きな原因と
して挙げられる。 
 本科研の申請者と共同研究者を中心とす
るグループによって、資料所有者であった長
女の南方文枝氏の依頼と田辺市の援助を受
けて、1992 年頃から南方熊楠旧邸の調査が
始まった。その後計 7度にわたる科学研究費
（1993～1994年度奨励研究Ａ、1996～1998
年度基盤研究Ａ、2000～2003 年度基盤研究
Ｂ、2004～2007 年度基盤研究Ａ、2008～
2010年度基盤研究Ｂ、2011年度～2013年度
基盤研究Ｂ、2014年度～2016年度基盤研究
B、1996-1997 年を除いていずれも松居が研
究代表）などを通じて基礎研究を充実させて
きた。1999年から 2006年にかけては、毎年
『熊楠研究』を刊行し、資料調査に基づく関
連論文や資料の発表をおこなった。 
これらの邸内資料調査の最終的な成果は
『南方熊楠邸蔵書目録』（2004年）および『南
方熊楠邸資料目録』（2005年）としてまとめ
られた。また、この間、田辺市の南方邸だけ
でなく、白浜町の南方熊楠記念館の調査もお
こない、1997 年に『南方熊楠記念館資料目
録』を刊行している。旧邸資料の保存に関し
ては、2002 年に南方文枝さんが亡くなった
後に、田辺市が隣地を購入し、研究施設の建
設が進められた。その結果、2006 年に開館
した南方熊楠顕彰館にすべての邸内資料が
移管され、一般に公開する体制が整えられた。
この顕彰館では、学術部を中心として関連の
刊行物の作成や、展観、講演会の組織なども
おこなわれている。 

 
(3) 本研究にいたる資料公刊について 
この間、資料の公刊という面でも、さまざ
まな進展があった。特に本研究との関連では、
共同作業によって熊楠のすべての英文論文
が完訳されたことが大きいだろう。まず『ネ
イチャー』掲載分の 51 篇と関連論文が、飯
倉照平監修、松居竜五・田村義也・中西須美
訳『南方熊楠英文論考〔ネイチャー〕誌篇』
（集英社、2005年）として刊行された。 
また、南方熊楠に関する未公刊の資料の発
掘と刊行も相次いだ。熊楠がアメリカ時代に
留学生仲間の廻し読みのために執筆した「新
聞」である「珍事評論」と、ロンドン時代に
公使館宛てに送りつけた戯文「ロンドン私
記」が発見され、長谷川興蔵・武内善信校訂
『南方熊楠 珍事評論』（1995年、平凡社）
として出版された。これにより、二十代前半
から三十歳前後までの熊楠の、過剰とも言え
る自意識に満ちた自己語りの世界が明かに



された。 
2004年には、鶴見和子の「南方マンダラ」
評価以来、熊楠の思想的な根幹部分として考
えられてきた土宜法龍宛の書簡が、新たに 43
通発見されるというできごとがあった。これ
らは、詳細な注釈とともに奧山直司・雲藤
等・神田英昭編『高山寺蔵南方熊楠書翰 土
宜法龍宛 1893-1922』（藤原書店、2010年）
として刊行され、既存の飯倉照平・長谷川興
蔵編『南方熊楠 土宜法竜往復書簡』（八坂
書房、1990年）に収録された 23通の熊楠の
書簡と、31通の土宜の書簡と合わせて、両者
のやりとりがかなりの程度わかるようにな
った。さらに、南方熊楠顕彰館および南方熊
楠記念館から、植物学における弟子である小
畔四郎、平沼大三郎、樫山嘉一に宛てた熊楠
の書簡が翻刻・刊行されている 。 
熊楠の日記については、平凡社版『南方熊
楠全集』の編集社であった長谷川興蔵の手に
よって、従来 1885年～1913年分、つまり十
七歳から四十六歳の前半生の部分が八坂書
房から『南方熊楠日記』全四巻として刊行さ
れていた。これに加えて、南方邸資料調査の
際に、女婿の岡本清造がその後の 1922 年、
五十五歳時までの分の粗翻刻をおこなった
原稿が残されていることがわかった。また、
1923年以降の日記に関しては、東京、関西、
田辺の三つの研究会で、分担して翻刻を作成
することとなっており、現在作業が進行して
いる。つまり既刊分以外の日記についても、
一定程度の翻刻原稿が存在し、それ以外の未
翻刻分についても、現在では南方熊楠顕彰館
でスキャン画像が公開され、閲覧できるよう
になっている。 

 
(4) 本研究開始時の状況について 
以上のようなかたちで、資料研究会の調査
後に刊行・公開されてきたさまざまなテクス
トを概観し、さらに現在の研究状況について
の情報を提供するために編纂されたのが、松
居竜五・田村義也編『南方熊楠大事典』（勉
誠出版、2012 年）である。この事典では、
邸内資料調査に参加したメンバーを中心と
して、計三十八名が「思想と生活」「生涯」「人
名録」「著作」「資料」「年譜」の六部構成で、
研究に必要な事項を執筆した。記述のそれぞ
れに関してはできるかぎり詳細な典拠を付
しており、南方熊楠の研究に関して、必要な
情報を集大成した事典として活用できるも
のである。また巻末には、松居が作成した詳
細な年譜が付されており、経年順に熊楠の事
蹟をたどることができるようになっている。 
こうした共同作業による基礎資料の整備と
ともに、個人によるさまざまな研究によって
も、質量ともに多くの成果が挙げられてきて
いる。特に、2000年代以降は、『熊楠研究』
や顕彰館の機関誌『熊楠ワークス』上を中心
として多くの注目すべき研究論文が執筆さ
れ、研究書の刊行も相次いだ。これは、新た
な資料がアクセス可能になることによって、

より多角的な分析が可能になってきたこと
が大きな要因であると言えるだろう。 
 
２．研究の目的 
以上のように、2006 年の南方熊楠顕彰館
の開館と、これにともなう一次資料の公開を
受けて、熊楠に関する研究環境は大きく整っ
てきたと言うことができる。本研究ではこう
した流れを踏まえて、研究者のネットワーク
を強化し、さまざまな分野からのアクセスが
容易となるような方向性を強く打ち出すこ
とを最大の目的とした。 
前述のように、南方熊楠の学問は日記、草
稿・書簡・抜書・蔵書・遺品・標本などの資
料として残されているが、その多くが没後の
長い期間、文字通り手つかずのままに残され
ていた。この背景としては、熊楠の肉筆が膨
大かつ難読、時に数か国語にわたるために翻
刻と読解がなかなか進まなかったことが、大
きな原因として挙げられる。 
特に資料刊行の中心的な部分である日記
に関しては、平凡社東洋文庫での刊行につい
て合意し、1914～1922 年の翻刻原稿は完成
しているものの、最終的な原稿のチェックに
手間取り、期間中に刊行することができなか
った。また、熊楠は民俗学、文学、仏教学、
植物学などの研究者に対して、論文に匹敵す
るような学問的な内容を文通のかたちで記
述し続けた人物であるが、こうした書簡の中
には未刊行のものも多く、全体像は把握され
ていないのが現状である。さらに、熊楠の学
問を支えた抜き書きの中で重要な「ロンドン
抜書」（1895-1900 年に大英博物館などで筆
写された 52冊のノート）と「田辺抜書」（1909
年以降に田辺で筆写された 60 冊のノート）
に関しては、簡単なデータベースは作成済み
であるものの、内容の詳細な分析については
ようやく緒に就いたところであった。 
本研究では、このような研究の情況を踏ま
えて、南方熊楠の未刊著作の翻刻・編集作業
を進めることと、こうした資料に立脚した実
証的な研究展開を図ることを、両輪として展
開していくことを目的の一つとした。まず、
南方熊楠日記の 1923-1941年分について、東
京・関西・田辺でこれまで行われてきた研究
会で翻刻した分をまとめ、さらに未解読部分
の翻刻原稿を作成する。さらに書簡類に関し
ては、小畔四郎、上松蓊、雑賀貞次郎、古田
幸吉などに宛てた分の翻刻を進める。このう
ち小畔と上松は粘菌研究の弟子にあたり、す
でに既刊書にかなりの部分がまとめられて
いるが、そこから漏れた書簡も多く残されて
いる。雑賀貞次郎は田辺在住のもっとも近し
い弟子で、これまで断片的にしか書簡が紹介
されていない。古田幸吉は熊楠の従弟にあた
り、神社合祀で協力関係にあったが、未紹介
の熊楠書簡も含めて、古田からの来簡ととも
に往復書簡のかたちでまとめる必要がある。 
また、「ロンドン抜書」「田辺抜書」関連書
簡の網羅的な調査・翻刻作業を行う。このう



ち、「ロンドン抜書」は、1895-1900 年に熊
楠が大英博物館で作成した 52 冊のノートで
あるが、英・仏・独・伊・羅などの多言語を
含み、書き込みなども難読の部分が多い。こ
れに関しては、研究代表者の松居竜五を中心
として研究会での読解を進めて目録を作成
する。また、「田辺抜書」は 1909年から晩年
まで、熊楠が田辺で行った 60 冊の抜き書き
ノートであるが、東京および関西の研究会で
読解を進めて目録を作成する。 
こうした資料整備と並行して、研究面では
それぞれ毎月開催している東京・関西での研
究会における共同作業を維持しつつ、8 月初
旬に顕彰館で行っている合宿研究会を拡大
して、南方熊楠研究会を発足させる。このこ
とにより、各地域の関連の研究者がかならず
顔を合わせて、研究上の情報交換や議論を行
う場を確保し、共同研究を促進することにつ
ながると考えている。また、顕彰館と協力し
て、南方熊楠に関わる研究発表を公募・審査
し、この合宿研究会に招待することで、若手
研究者の育成と研究交流を図りたい。さらに、
毎回テーマを決めて講師を招聘することで、
これまで必ずしも南方熊楠の研究に関わっ
てこなかった研究者を巻き込み、資料調査の
成果を学際的に発信する機会としたい。 
 さらに顕彰館では、上記のように学術部を
中心としてこれまでも講演会、奨励研究事業、
展観などのかたちで一般に対する研究成果
の公開を行っている。本研究の成果に関して
も、適宜こうした場を利用することで、研究
の裾野と他分野との交流を強化することと
したい。 
 
３．研究の方法 
  
(1) RAの選定と翻刻のための研究会の開催 
 採択決定後、研究代表、研究分担者、連携
研究者による共同研究者会議を開き、2014
年度の予算と作業内容について確認し、運営
体制と日程の詳細について決定した。これま
での研究体制を支えてきた田村義也（成城大
学非常勤講師）、志村真幸（京都外国語大学
非常勤講師）の二名を研究支援者（RA）とし
て雇用することとなった。 
 4 月以降、東京と関西の二カ所において南
方熊楠の日記を解読する翻刻のための研究
会を毎月開催した。東京では約 10 名、関西
では約 15 名の参加者が常にあり、田村と志
村はそれぞれ出張して両方の研究会に参加
した。これらの研究会においては、さまざま
な研究関連の情報交換もおこなっている。こ
の研究会は、2014～2016 年度の期間中、8
月を除く毎月おこなわれて、それぞれ計 33
回開催された。研究会においては、東京では
1931年分、関西では 1927～28年分の日記の
翻刻作業をおこなった。 
 
(2) 『熊楠研究』の再刊行と南方熊楠研究会
の発足 

2014年 8月 6日・7日・8日に和歌山県田
辺市の南方熊楠顕彰館において、科研のメン
バーを中心として研究発表会をおこなった。
この研究発表会では、奧山らが「南方熊楠と
真言密教」をテーマとしたシンポジウムを開
催し、この成果は 2015年 3～5月の顕彰館に
おける同題の展観に活用されている。資料調
査報告として「田辺抜書」「ロンドン抜書」「ア
メリカ時代のノート」に関する発表を、松居、
千本、田村、志村がおこなった。自由論題に
おいては、発表者を一般公募し、畔上が司会
に当たり、橋爪などが発表した。研究動向の
セッションでは、松居が英語圏での関連研究
状況を報告し、他に中国語圏・ドイツ語圏で
の状況に関しても報告がなされた。この研究
発表会の成果に基づいて、2015年 3月に『熊
楠研究』第 9号を刊行した。 

2014年度から 2015年度にかけて、本科研
のメンバーを中心として、今後の長期的な視
野の下での研究会の発足と運営について議
論をおこなった。この結果として、2015年 8
月 5日・6日・7日に研究会の例会を開催し、
この際に正式に南方熊楠研究会を発足させ
た。8月 5日には資料検討会をおこない、橋
爪が「サイエンティフィック・メモワール」、
松居が「ロンドン抜書」、RAの田村義也が白
井光太郎関連書簡に関する成果報告をおこ
なった。8月 6日午後には畔上がコーディネ
ーターとしてシンポジウム「神社合祀反対運
動再考」を開催した。8月 7日には『熊楠研
究』第９号の合評会などをおこなった。また
南方熊楠研究会総会をおこなって役員を選
出し、会則を定めた。これらの成果を踏まえ
て、2016年 3月 31日に南方熊楠研究会編の
『熊楠研究』第 10 号を刊行した。前記の例
会における発表を中心として編集したもの
であり、畔上、田村、志村、松居が寄稿して
いる。 

2016年 8月 8日～10日に、和歌山県田辺
市において第二回南方熊楠研究会を開催し
た。一日目の「研究動向」では松居が熊楠の
主著「十二支考」の成立について発表を行う
などし、「合評会」では『熊楠研究』10 号に
関する講評を評者が行った。二日目の「公開
シンポジウム」は「ロンドンの近代科学と南
方熊楠」をテーマとして行われ、「自由論題」
では公募の結果、選ばれた発表が行われた。
三日目の「資料検討」では「田辺抜書」およ
び私信類に関する発表が行われた。この研究
会における成果については、9 月より編集委
員会の管轄の下に査読、編集し、2017 年 3
月刊行の『熊楠研究』11号に収録した。 
 
(３)  『南方熊楠英文論考〔ノーツアンドク
エリーズ〕誌篇』の刊行 

4月から 7月にかけて、東京の集英社にお
いて、南方熊楠英文論考に関する研究会を開
催し、松居、田村、志村などが出席した。こ
の成果に基づいて、12 月には、飯倉照平監修、
松居竜五他訳『南方熊楠英文論考〔ノーツア



ンドクエリーズ〕誌篇』（集英社）を刊行し
た。この著作においては、南方熊楠の 300 篇
以上の英文論考の翻訳だけでなく、詳細な解
説と、それらの論文が書かれた経緯や日本語
著作との関連についての詳細な研究を付し、
熊楠の活躍の舞台であったフォークロアに
関する情報交換誌 Notes and Queries の英国
内外における研究・文化史上の位置づけをお
こなってもいる。これによって、1978 年に鶴
見和子が『南方熊楠 地球志向の比較学』の
中で「問答形式の学問」と呼んで指摘した熊
楠の学問の方法論が、はじめてその全体像と
して把握できるようになったと考えている。
また、これに関連して、『コトバ』2015 年春
号として特集「南方熊楠「知の巨人」の全貌」
が刊行され、松居、田村、志村が寄稿した。 
 
(４) 松居による研究と『南方熊楠 複眼の
学問構想』の刊行 
 5 月に松居が和歌山県田辺市の南方熊楠顕
彰館と同白浜町の（財）南方熊楠記念館に出
張し、すでにマイクロ化、デジタル画像化さ
れた資料の翻刻計画について説明し、調査の
継続について依頼した。松居は 5月から 6月
にかけて顕彰館において、関連資料の調査を
おこなった。特に、南方熊楠旧蔵暑中の
Herbert Spencerの著書の中の書き込み調査
をおこない、これらを翻刻してデータベース
化し、2015 年 3 月に論文「南方熊楠蔵書中
のハーバート・スペンサー著作に見られる書
き込み」としてまとめた。 
松居はまた 2014年 8月にロンドンに出張
して、大英図書館などにおいて「ロンドン抜
書」などの関連資料の調査をおこなった。こ
の成果は2015年10月に東京大学大学院総合
文化研究科に提出した博士論文「南方熊楠の
学問形成」に添付資料として掲載し、これを
改稿して 2016年 12月に出版した『南方熊楠 
複眼の学問構想』（慶應義塾大学出版会）に
「ロンドン抜書目録」（pp.33-74）として公
刊した。 
2015 年 6 月には松居編の『南方熊楠の謎』
を刊行し、この中で松居が第Ⅰ部「鶴見和子
とその南方熊楠研究」を執筆してこれまでの
研究史についてまとめた。また第Ⅱ部では、
松居、田村などを中心として 2004 年におこ
なった鶴見和子を囲む座談会を収録してい
る。これに関連して、7月 30 日の藤原書店主
催の山百合忌において、松居が講演をおこな
った。2016 年 4月には志村編の『異端者たち
のイギリス』が刊行され、橋爪、松居、安田、
志村が寄稿している。 

2016年 12月には、松居が『南方熊楠 複
眼の学問構想』（慶応義塾大学出版会、計 618
頁）を出版した。全十章の長文の論考および、
「ロンドン抜書目録」「ハーバード・スペン
サー書籍への書き込み」からなるもので、日
本語やアルファベットによる詳細な索引を
付している。 
 

(５) その他の研究関連イベント 
2014年 3月～5月に、千本英史が中心とな
って顕彰館において『和漢三才図会』展を開
催した。4月 29日には、これに関連して、小
峯和明氏（立教大学名誉教授）、マティアス・
ハイエク氏（パリ第七大学准教授）、鈴木広
光氏（奈良女子大学教授）によるシンポジウ
ムをおこない、『熊楠ワークス』にその模様
を掲載した。10月 10日に京都大学において
「ロンドン時代の南方熊楠」と題したシンポ
ジウムをおこない、この中で RAの志村真幸
が発表、松居がコメンテーターとして発言し
た。2016年 3月 19日より 5月 5日までの予
定で南方熊楠顕彰館において展観「ロンドン
時代の南方熊楠」をおこない、松居、志村な
どが構成を担当した。 

2016年 3月 19日～5月 5日に南方熊楠顕
彰館において、「ロンドン時代の南方熊楠」
展、6月 3日～7月 4日に「チャールズ・リ
ード」展、7月 16日～9月 11日に「熊楠と
熊野の妖怪」、10月 1日～11月 6日に「熊楠
とゆかりの人びと 孫文」、2017 年 12 月 3
日～1月 8日に「新春吉例「十二支考」輪読 
―鶏に関する民俗と伝説―」、2月 4日～3月
12日に「熊楠とゆかりの人びと 中山太郎」
を行った。いずれも企画、パネル執筆、講演
会などの一部に、本科研の分担者、連携研究
者、RA、出張者などが関わっている。 
 
４．研究成果 
 前項(3)の『南方熊楠英文論考〔ノーツア
ンドクエリーズ〕誌篇』の刊行は、これまで
重要性が指摘されていながらもアクセスが
困難であった熊楠の英文論考の理解を大き
く進めるものである。2005 年度に刊行した
『南方熊楠英文論考〔ネイチャー〕誌篇』と
合わせて、熊楠の英文論考のすべてを翻刻し
たものであり、これによって 27 歳から始め
られた熊楠の初期の著作活動（邦文での主な
著作活動は 40 歳以降）の全貌が明らかにな
った。今後の熊楠の学問形成の理解のための
基板となるものであると考えている。 
(4)の松居竜五『南方熊楠 複眼の学問構
想』の刊行は、1990 年代初めの南方熊楠邸調
査の開始以来の研究成果をまとめており、今
回の研究の大きな成果である。特に「動物学」、
「課余随筆」、「ロンドン抜書」、「腹稿」など
の草稿類や、蔵書への書き込みといった一次
資料の調査を通じて、熊楠の学問形成の過程
を分析した点に特徴がある。 
 一方、研究ネットワークの整備という面で
の本研究の最大の成果は、南方熊楠研究会を
発足させ、機関誌としての『熊楠研究』の刊
行を再開したことによって、資料に基づく実
証的な研究を長期的に軌道に乗せたことに
ある。これまで、東京と関西の二つの翻刻研
究会でおこなってきた研究活動について統
合し、熊楠に関する研究者が一同に会して研
究を進め、年次毎にその成果を刊行していく
ことの意味は大きい。また、2006 年に開館し、



熊楠資料の９割程度を所有する南方熊楠顕
彰館の活動と連携することにより、一次資料
に基づきつつ研究をおこない、その成果を一
般に還元するというサイクルを確実なもの
としていることも、この研究会の大きな特徴
として挙げることができる。 
 研究会の運営は、選挙によって選ばれる会
長（任期 2年）と、会長が指名する運営委員、
編集委員によって進められる。2016 年 8月に
定めた会則と、その後編集委員の手でまとめ
られた『熊楠研究』投稿規程により、会員に
対して公正な運営がなされるようになって
いる。また、夏期例会においては、自由論題
のセッションを設けて広く公募をおこなう
とともに、シンポジウムでは他分野の研究者
を招聘するなど、これまで熊楠の研究に関わ
ってきたメンバー以外にも開かれた研究会
となるための工夫がなされている。これによ
り、長期的な視野に立って熊楠の研究を深く
広いものとして展開していく基盤が確立さ
れたと考えている。 
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